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　⑴�　溶解と溶
よう

質
しつ

・溶
よう

媒
ばい

　　①　溶解　物質が液体に溶けて全体が均一になる現象。
　　②　溶質　液体に溶けている物質。固体とは限らず、液体や気体の場合もある。
　　　例　エタノール（液体）や塩化水素（気体）などは水に溶解する。
　　③　溶媒　溶質を溶かしている液体。
　　④�　溶液　溶質が溶媒に溶けた液体。溶媒が水である溶液を水

すい

溶
よう

液
えき

という。

30ｇ 120ｇ 150ｇ

▼水溶液

砂糖（溶質） 水（溶媒）

＋

砂糖水（水溶液）

＝

　　　●�　水溶液には、色のついたものとついていないも
のがあるが、どちらも透

とう

明
めい

である。
　⑵�　水溶液の性質と質量
　　①　水溶液の性質　溶けている溶質によって決まる。
　　②　水溶液の質量　水の質量と溶質の質量の和。
　⑶　物質の溶解と粒

りゅう

子
し

　　①�　物質の溶解と溶液の濃さ　溶液では、溶質の粒子が散らばって均一になり、どの部分も濃さが等し
くなっている。溶液を長い間放置しても、溶質の粒子が偏

かたよ

って集まることはなく、どの部分の濃さも
等しいままである。

物質

水

❶ 固体の物質を水に入
　 れた直後

❷ 集まっていた物質の
　 粒子が崩れていく。

❸ 水の粒子の間に散ら
　 ばって、均一になる。

❹ 時間がたっても、均
　 一のままである。

▼固体の物質が水に溶解するようす

　　　　　　　右の図のように、水に砂糖を溶かして砂糖水をつくりま
した。
□⑴�　砂糖水のように、水に物質が溶けた液体を何といいますか。
� 　　　　　　　　　　　
□⑵　砂糖のように、水に溶けている物質を何といいますか。
� 　　　　　　　　　　　
□⑶�　水のように、砂糖を溶かしている液体を何といい
ますか。� 　　　　　　　　　　　

□⑷�　砂糖が水に溶解したとき、砂糖の粒子はどのよう
になっていますか。右のア～ウから選びなさい。

� 　　　　　　　　　　　

水

砂糖

砂糖水

ア　　　　　　イ　　　　　　ウ

　　②�　溶解と質量　固体の物質が水に溶解すると、固体は見えなくなる。見えなくなっても、溶質の粒子
は水の粒子の間に存在しているので、全体の質量は変わらない。

溶媒

溶質

水溶液

ウ

教科書

水溶液の性質

第２章  身のまわりの物質

9
学習1 溶

よう
解
かい
と溶
よう
液
えき
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60　理科１年／　教

　⑴�　水溶液の濃さ　溶質の質量と溶媒の質量がともに関係して
いる。溶液に対する溶質の割合を濃

のう

度
ど

という。
　　①　水の質量が等しく、溶質の粒子の数（質量）が異なるとき
　　　→�溶質の粒子の数が多いほど、水溶液は濃い。
　　②　溶質の粒子の数（質量）が等しく、水の質量が異なるとき
　　　→�水の質量が小さいほど、水溶液は濃い。
　⑵�　質量パーセント濃度　溶液の質量に対する溶質の質量の割
合を百分率（記号％）で表したもの。

　⑴�　飽
ほう

和
わ

　一定量の水に物質が限度まで溶けている状態。こ
のときの水溶液を飽

ほう

和
わ

水
すい

溶
よう

液
えき

という。
　⑵�　溶解度　一定量の水に飽和するまで物質を溶かしたと
き、溶けた物質の質量の値。ふつう 100 g の水に溶ける物
質の質量で表す。溶解度は、物質ごとに決まっていて、水
の温度によって変化する。

　⑶�　溶解度曲線　物質の溶解度が温度によって変化するよう
すを、グラフで表した曲線。

▼水溶液の濃さと粒子のモデル

濃い
水の量が
等しい。

①

濃い

粒子の数
が等しい。

②

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴�　水 100 g に砂糖 20 g を溶かした砂糖水Ａと、水 100 g に砂糖 30 g を溶かした砂糖水Ｂでは、ど
ちらの砂糖水が濃いですか。� 　　　　　　　　　　　

□⑵�　水 100 g に食塩 20 g を溶かした食塩水Ｃと、水 150 g に食塩 20 g を溶かした食塩水Ｄでは、ど
ちらの食塩水が濃いですか。� 　　　　　　　　　　　

　⑶　25 g の食塩を 100 g の水に溶かしました。
　□①　この食塩水の質量は何 gですか。� 　　　　　　　　　　　
　□②　この食塩水の質量パーセント濃度は何％ですか。� 　　　　　　　　　　　

質量パーセント濃度〔％〕＝　　　　　　　 ×100
溶質の質量〔ｇ〕
溶液の質量〔ｇ〕

＝　　　　　　　　　　　　　　　 ×100
溶質の質量〔ｇ〕

溶媒の質量〔ｇ〕＋溶質の質量〔ｇ〕
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水の温度〔℃〕

▼溶解度曲線

▼いろいろな結晶　⑷�　結晶　規則正しい形の固体。物質によって色や形が
決まっているので、物質を区別する手掛かりになる。

　⑸�　再結晶　いったん溶媒に溶かした物質を、その溶液
から再び結晶としてとり出すこと。混合物から、より
純粋な物質を得ることができる。

　⑹�　ろ過　液体中に溶けていない固体を分けてとり出す
方法。ろ紙のすきまよりも小さいものは通り抜けるが、
大きいものは通り抜けられないことを利用している。

ガラス棒

ガラス棒を伝わら
せながら、少しず
つ注ぐ。

ろうとのあしの長
い方をビーカーの
壁につける。ろ液 かべ

ろうと台

ろうと

▼ろ過のしかた
〈液の注ぎ方〉

20％
125 g

食塩水Ｃ

砂糖水Ｂ

学習2

学習3

溶液の濃さを表す方法

溶
よう
解
かい
度
ど
と再
さい
結
けっ
晶
しょう
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出てくる
結晶の質量

温度を下げる

ミョウバン

0

20

40

60

80

0 20 40 60 80
水の温度〔℃〕

100
ｇ
の
水
に
溶
け
る
質
量 

〔ｇ〕

ほとんど結晶
は出てこない

温度を下げる

塩化ナトリウム

0
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〔ｇ〕

▼温度による溶解度の変化が大きい物質　　▼温度による溶解度の変化が小さい物質　⑺�　溶解度と出てくる結晶の質量
　　①�　温度による溶解度の変化が

大きい物質では、温度を下げ
ると結晶が出てくる。

　　②�　温度による溶解度の変化が
小さい物質では、水を蒸発さ
せると、結晶をとり出すこと
ができる。

【方法】　①　２本の試験管に水５g
を入れ、塩化ナトリウム３g、硝
酸カリウム３gをそれぞれ入れて
よく振り混ぜる。
②　右の図のように、約 60 ℃の湯
につけて、しばらく放置した後、
よく振り混ぜる。
③　②の水溶液を水に入れて冷や

約60℃
の湯

温度計
②　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　④

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

硝
酸
カ
リ
ウ
ム

水

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

硝
酸
カ
リ
ウ
ム

スライドガラス

ガラス棒

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴　物質を一定量の水に溶かしたとき、物質が限度まで溶けている水溶液を何といいますか。
� 　　　　　　　　　　　
□⑵　一定量の水に溶ける物質の質量の最大の値を何といいますか。� 　　　　　　　　　　　
□⑶�　右の図は、100 g の水に溶けるミョウバンと塩化ナトリウムの質
量を示したものです。ミョウバンと塩化ナトリウムについて、次の
文のａ～ｄにあてはまる語を書きなさい。

　　 �　一度溶かした物質を、再び結晶としてとり出すことを（　ａ　）
といい、２つの方法がある。１つは、水溶液の（　ｂ　）を下げる
方法、もう１つは、水を（　ｃ　）させる方法である。（　ｄ　）は、
下線部の方法ではほとんどとり出すことはできない。

　　ａ　　　　　　　　 　ｂ　　　　　　　　 　ｃ　　　　　　　　 　ｄ　　　　　　　　　　　 
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　　　　水溶液から溶質をとり出す実 験

す。②で溶け残りがあったものは、新しい試験管に上
うわ

澄
ず

み液を移してから、水に入れて冷やす。
④　③のそれぞれの試験管からスライドガラスに１滴とり、水を蒸発させる。
【結果】　

【考察】　・塩化ナトリウムは、水を蒸発させると、固体をとり出すことができる。
　　　　・硝酸カリウムは、温度を下げると、固体をとり出すことができる。

物質 ①室温（20 ℃）
のとき

② 60 ℃の湯に
つけたとき

③ 10 ℃まで
冷却したとき

④水を蒸発
させたとき

塩化ナトリウム 溶け残る。 室温のときと
変わらない。

固体はほとんど
出てこない。 固体が出てくる。

硝酸カリウム 溶け残る。 全て溶ける。 固体が出てくる。 固体が出てくる。

溶解度
飽和水溶液

塩化ナトリウム蒸発温度再結晶

3確認問題
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62　理科１年／　教

❶�　溶質の質量、溶液の質量、質量パーセント濃
度のうち２つの値がわかれば、残りの１つの値
を求めることができる。
❷�　公式を変形すると、
　・溶質の質量〔ｇ〕

　＝溶液の質量〔ｇ〕×

　・溶液の質量〔ｇ〕

　＝溶質の質量〔ｇ〕×

　となる。

質量パーセント濃度〔％〕

100

100

質量パーセント濃度〔％〕

例�１　80 gの水に 20 gの食塩を溶かしました。こ
の食塩水の質量パーセント濃度は何％ですか。

（計算）　　　　　��×100＝20　→ 20 ％

例�２　質量パーセント濃度が 10 ％の食塩水 50 g
に溶けている食塩は何 gですか。

（計算）　50 g×　　＝５g

例�３　15 g の食塩を、水に全て溶かしたところ、
質量パーセント濃度が 25 ％の食塩水ができま
した。できた食塩水は何 gですか。

（計算）　15 g×　　＝60 g

❸�　再結晶により、物質の結晶をとり出したとき、
水溶液の濃度は変わる。

20 g
80g＋20g

10
100

100
25

質量パーセント濃度〔％〕＝　　　　　　　×100
溶質の質量〔ｇ〕

溶液の質量〔ｇ〕

　＝　　　　　　　　　　　　　　　×100
溶質の質量〔ｇ〕

溶媒の質量〔ｇ〕＋溶質の質量〔ｇ〕

公 式

　　　　　
　�　次の問いに答えなさい。
□⑴�　100 g の水に 25 g の砂糖を溶かしました。この砂糖水の質量パーセント
濃度は何％ですか。

□⑵�　質量パーセント濃度が 25 ％の砂糖水 300 g に溶けている砂糖は何 gで
すか。

□⑶�　36 g の砂糖を、水に全て溶かしたところ、質量パーセント濃度が 45 ％
の砂糖水ができました。砂糖を溶かした水の質量は何 gですか。

□⑷�　60 ℃の水 100 g に硝酸カリウム 80 gを全て溶かしました。この水溶液を
20 ℃まで冷やし、出てきた結晶をろ過でとり出して質量をはかると 48 g
でした。ろ液の質量パーセント濃度は何％ですか。小数第 1位を四捨五入
して答えなさい。

（計算スペースに使いなさい）

レベルＡ

1
⑴

⑵

⑶

⑷

1

20 ％

75 g

44 g

24 ％

　　　　　 　 ×100＝2025 g
100 g＋25 g

300g×　　  ＝75 g25
100

⑶　できた砂糖水の質量は、 36 g×　　  ＝80 g

　よって、水の質量は、80 g－36 g＝44 g

100
45

⑷　ろ液に溶けている硝酸カリウムは、80 g－48 g＝32 g

　ろ過しても水の質量は変わらないから、　　　　　 　 ×100＝24.2 …32 g
100 g＋32 g

計算のトレーニング　【質量パーセント濃度】

Sam
ple
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　�　次の問いに答えなさい。
□⑴�　質量パーセント濃度が 20 ％の食塩水を 500 g つくるとき、何 gの食塩
を、何 gの水に溶かせばよいですか。

□⑵�　質量パーセント濃度が 25 ％の砂糖水 120 g を加熱して水を蒸発させた
ところ、100 g の砂糖水になりました。この砂糖水の質量パーセント濃度
は何％ですか。

□⑶�　質量パーセント濃度が 36 ％の塩酸 100 g に水を加えて、濃度が 10 ％の
塩酸をつくります。このとき、何 gの水を加えればよいですか。

□⑷�　質量パーセント濃度が 24 ％の塩酸Ａと 8％の塩酸Ｂを混ぜ合わせて、
濃度が 12 ％の塩酸を 300 g つくります。塩酸ＡとＢをそれぞれ何 gずつ
混ぜ合わせればよいですか。

（計算スペースに使いなさい）

レベルＢ

3

　�　右の図のような２種類の食塩水をつくり
　ました。
□⑴�　食塩水Ａの質量パーセント濃度は何％
　　ですか。

□⑵�　食塩水Ｂの質量パーセント濃度は何％
　　ですか。

□⑶�　食塩水Ａと食塩水Ｂでは、どちらが濃いですか。
（計算スペースに使いなさい）

2

⑴食塩

水

⑵

⑶

⑷Ａ

Ｂ

3

⑴

⑵

⑶

2Ａ　食塩80ｇ

水420ｇ

Ｂ　食塩45ｇ

水205ｇ

⑴　　　　　　 　 ×100＝1680 g
420 g＋80 g ⑵　　　　　　 　 ×100＝1845 g

205 g＋45 g

100 g

400 g

30 ％

260 g

75 g

225 g

16 ％

18 ％

Ｂ

よって、水の質量は、500 g－100 g＝400 g

塩酸の溶質は塩化水素である。

食塩の質量は、500 g×　　  ＝100 g20
100

　　　　　　溶けている砂糖の質量は、

120 g×　　  ＝30 g　よって、　　　 ×100＝3025
100

30 g
100 g

⑶ 　溶けている塩化水
素の質量は、

　100g×　　 ＝36g

　 塩化水素 36 g が溶
けている 10 ％の塩
酸の質量は、

　36g×　　 ＝360g

　 したがって、加える
水の質量は、

　360 g－100 g＝
　260 g

36
100

100
10

⑷　12 ％の塩酸 300 g に溶けている塩化水素の質量は、

　300 g×　　  ＝36 g　Ａを x g 混ぜ合わせるとすると、

　x g×　　  ＋（300－x）g×　　  ＝36 g

　これを解いて、x ＝75〔g〕
　よって、Ｂは、300 g－75 g＝225 g

12
100

24
100

8
100
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　�　空欄をうめて、実験の方法や結果を整理しなさ
い。

【実験の方法】

⑴　物質を水に溶かす。
　❶�　２本の試験管に水５gを入れ、塩化ナトリウ
ム３g、硝酸カリウム３gをそれぞれ入れてよ
く振り混ぜる。

　❷�　約 60 ℃の湯につけて、しばらく放置した後、
よく振り混ぜる。

　　�　このとき、試験管を振って混ぜるのは、物質
を（①　　　　　　　　　）溶かすためである。

⑵�　水溶液を冷却したり、水を蒸発させたりして調
べる。
　❸�　❷の水溶液を水に入れて冷やす。❷で溶け残
りがあったものは、新しい試験管に

　　�（②　　　　　　　　　　）を移してから、水に
入れて冷やす。

　❹�　❸のそれぞれの試験管から
　　�（③　　　　　　　　　　　　）に１滴とり、水
を蒸発させる。

【結果の整理】

1 　�　次の問いに答えて、実験のポイントをまとめな
さい。

【実験の方法について】

①�　固体の物質を水に溶かすとき、はやく溶かすに
はどのようにすればよいですか。次のア、イから
選びなさい。� 　　　　　　　　　　　　
　ア　試験管を振るようにして混ぜる。
　イ　試験管をできるだけ動かさないようにする。
②�　水溶液を冷やして結晶が現れたとき、その結晶
を分けてとり出すための操作を何といいますか。

　　　　　　　　　　　　
③�　水溶液を冷やしても結晶が現れなかったとき、
溶けている物質をとり出すにはどのようにすれば
よいですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【結果の整理について】

④�　水には溶けきらなかったが、水溶液を加熱する
と全て溶けきったのは、塩化ナトリウムと硝酸カ
リウムのどちらですか。�　　　　　　　　　　　

⑤�　水溶液を冷やしても、結晶が現れなかったの
は、塩化ナトリウムと硝酸カリウムのどちらです
か。� 　　　　　　　　　　　

⑥�　この実験でとり出した塩化ナトリウムと硝酸カ
リウムの結晶を、次のア～ウからそれぞれ選びな
さい。　塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　

硝酸カリウム　　　　　　　　　　　

⑦�　温度による溶解度の変化が大きい物質を、水溶
液から結晶としてとり出すにはどのようにすれば
よいですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑧�　温度による溶解度の変化が小さい物質を、水溶
液から結晶としてとり出すにはどのようにすれば
よいですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2

❸　　　　　　　　　　　　❹

水

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

硝
酸
カ
リ
ウ
ム

③

ガラス棒

温度計

塩化ナトリウム 硝酸カリウム

❶の結果 溶け残る。 溶け残る。

❷の結果 ❶のときと変わら
ない。 全て溶ける。

❸の結果 固体はほとんど出
てこない。 固体が出てくる。

❹の結果 固体が出てくる。 固体が出てくる。

ア　　　　　　　イ　　　　　　　ウ

はやく

ア

ろ過

水を蒸発させる。

塩化ナトリウム

ウ

水溶液の温度を下げる。

硝酸カリウム

イ

水を蒸発させる。

上澄み液

スライドガラス

水溶液から溶質をとり出す
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　／理科１年　65教

　�　右の図は、水にある固体の物質が溶
けていくようすを、物質の粒子に着目
して表そうとしたものです。
�
□⑴�　物質が完全に溶けて、均一になっ
たときの粒子のようすを、図のＣに◦でかき入れなさい。

□⑵�　Ｃの水溶液を長い時間放置しておきました。物質の粒子のようすは、Ｃ
のようすから変化しますか。

　�　食塩と水をビーカーに入れて
よくかき混ぜたところ、溶け残
りがあったので、図２のように
ろ過をしました。�
□⑴�　図１で、ろ紙をＡからＢに
するには、何回折りますか。

□⑵�　　　　　図１で、Ｂのろ紙
をＣのようにろうとにはめた後、密着させるにはどのようにしますか。

□⑶�　図２には、正しくないところが２つあります。次の文は、正しい方法に
ついて説明しています。ａ、ｂにあてはまる語を書きなさい。

　　　　ビーカーＰの液は、（　ａ　）を伝わらせながら少しずつ注ぐ。また、
　　　ろうとのあしの長い方は、ビーカーＱの（　ｂ　）につける。

　�　右の図は、４種類の物質の溶解度曲線
を示しています。�
□⑴�　40℃の水 100 g に溶ける質量が最も
多い物質はどれですか。

□⑵�　60℃の水 100 g にミョウバンを溶け
るだけ溶かし、その後20℃まで冷やし
ました。このとき、結晶となって出て
くるミョウバンは約何 gですか。次の
ア～エから選びなさい。

　　ア　約 41 g　　　イ　約 46 g　　　ウ　約 51 g　　　エ　約 56 g
　⑶�　４種類の物質のうち、ある物質 30 g を 60℃の水 100 g に溶かしたとこ
ろ、全て溶けました。

　□①�　この水溶液の質量パーセント濃度は何％ですか。小数第 1位を四捨五
入して答えなさい。

　□②�　この水溶液の温度を下げていくと、50℃では結晶が出てきませんでし
たが、40℃では結晶が出てきました。水に溶かした物質は何ですか。
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変化しない。

硫酸銅

イ

23％

ミョウバン
⑶②�　溶解度が50℃

では30 g以上、
40℃では30 g
以下になってい
る物質はミョウ
バンである。

⑵⑵

塩化ナトリウム

60℃では約57g、20℃では約11g溶ける。

放置しても、均一のままである。

×100＝23.0…30g
100g＋30g

２回

水でぬらす。

ガラス棒
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　�　右の図は、100 g の水に溶ける物質Ａ、
Ｂの質量と水の温度との関係を表したグラ
フです。
□⑴�　物質Ａを、60℃の水 100 g に溶けるだ
け溶かしました。何 g溶けましたか。

□⑵�　⑴の水溶液を 20℃まで冷やすと、物
質Ａの結晶は何 g出てきますか。

□⑶�　⑵のように、一度水に溶かした物質
を、再び結晶としてとり出すことを何と
いいますか。

□⑷�　　　　　物質Ａ 150 g を水 200 g に加えて、ある温度に保ちながらよく
かき混ぜて、溶けるだけ溶かしたところ、60 g が溶け残りました。この
ときの温度は約何℃ですか。次のア～エから選びなさい。

　　ア　約 20℃　　　イ　約 30℃　　　ウ　約 40℃　　　エ　約 50℃
□⑸�　50℃における物質Ｂの飽和水溶液の質量パーセント濃度は何％ですか。
小数第２位を四捨五入して答えなさい。

　�　右の図は、４種類の物質の溶解度曲線
を示しています。
　⑴�　４種類の物質を、60℃の水 50 g に
溶けるだけ溶かしました。

　□①�　できた水溶液の質量パーセント濃
度が最も大きい物質はどれですか。

　□②�　①の水溶液の質量パーセント濃度
は何％ですか。小数第１位を四捨五
入して答えなさい。

　□③�　それぞれの液を 40℃まで冷やしたとき、溶けきれずに出てくる結晶
の質量が最も多いのはどの物質ですか。

□⑵�　　　　　20℃の水 50 g に、ミョウバンと食塩をそれぞれ 25 g 入れてよ
くかき混ぜたところ、どちらも溶け残りがありました。全て溶かすにはど
うすればよいですか。次のア～エから選びなさい。

　　ア　ミョウバンも食塩も、液の温度を 60℃まで上げる。
　　イ　ミョウバンも食塩も、水 100 g を加えてよくかき混ぜる。
　　ウ�　ミョウバンは液の温度を 60℃まで上げ、食塩は水 100 g を加えてよ

くかき混ぜる。
　　エ�　ミョウバンは水 100 g を加えてよくかき混ぜ、食塩は液の温度を 60℃

まで上げる。
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110 g

80 g

再結晶

イ

9.1％

⑴�、⑵　物質Ａは水
100gに、60℃で
は110g、20℃で
は30g溶ける。

⑷�　物質Ａが、水200�
g に 150g－60g＝
90g溶ける温度を
読みとる。

ミョウバンは、水100 gを加えても全ては溶けない。
食塩は、温度を上げても、溶ける質量はあまり変化しない。

硫酸銅

44％

ミョウバン

ウ

⑴①�　60℃での溶解
度が最も大きい
物質。

　③�　60℃と40℃
での溶解度の差
が最も大きい物
質。

⑵⑵⑵⑵

×100＝9.09…10g
100g＋10g

×100＝44.4…40g
50g＋40g
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